
 

 

岡山大学病院 薬剤部 御中 

メールへの添付；chemotherapy@okayama-u.ac.jp または FAXでの送信；086-235-7814    

【特定薬剤管理指導加算 2】がん化学療法服薬情報提供書 

担当医          科 

先生 御机下 

保険薬局 名称・所在地 

 

 

交付年月日  20   年   月   日 電話番号：  

患者 ID： 

患者名： 

生年月日： 

FAX番号：  

担当薬剤師名： 

 

□この情報を伝えることに対して患者の同意を得ています。 

□この情報を伝えることに対し患者の同意を得ていませんが、治療上必要だと思われますので報告いたします。 

対応者（□本人 □家族 □その他（         ）） 

 

下記の通りご報告いたします。ご高配賜りますようお願い申し上げます。 
 

電話等を用いて患者に服用状況・副作用の有無等について確認した日 

                          年    月    日 

【報告事項】   

□服薬状況 □Grade2以上の副作用（抗がん薬） □副作用対策（抗がん薬） □残薬報告 

□服薬指導内容  □有害事象疑い（抗がん薬以外）   

□その他（                                  ） 

【上記選択肢について詳細内容を記載ください】 

※当院発行の「自己管理のための日記帳」に貼付している、該当レジメンの「注意する副作用」についてアセスメ

ントをお願いします。（重症度（CTCAE を用いて）、発現日（点滴後●日目など）、経過） 

※残薬報告においては、残薬が生じた理由をお書きください。 

抗がん薬 A が内服開始となり、起こりうる副作用として手足症候群、食欲不振、倦怠感、息切

れ、血圧上昇等と症状出現時の対応について説明。内服開始 1 週間後に電話にてフォローアッ

プ。血圧については、内服開始 3日目頃に時々高血圧 Grade1になることがありますが、およそ

Grade0で推移していることを確認しました。昨日から皮膚はやや乾燥気味とのことですが、処

方された保湿剤 Bは 1日 1回程度しか塗布できていないようです。食欲不振や倦怠感等はなく、

発熱や息切れ等も特に症状はありません。 

【薬剤師としての所見・提案事項を記載ください】 

※副作用については患者への提案内容（日常生活におけるケアや注意点）などについてお書きください。 

※残薬の状況においてはアドヒアランス向上のための方策などについてお書きください。 

皮膚乾燥によると思われる掻痒が四肢にあり、現在保湿剤 B を 1 日 1 回しか塗布されていない

ため、最低 2-3 回程度塗布するよう説明しています。また、手足への刺激も避けるよう、靴の

中敷き等も適宜使用するようお伝えしています。現在のところ典型的な手足症候群はでていま

せん。血圧の推移は現状で経過観察可能と考えますが、Grade2に上昇する場合はご相談頂くよ

う指導しています。 

＜注意＞本文書による情報伝達は、疑義照会ではありません。 

    緊急性のある問い合わせや疑義照会は、処方医に直接電話でご確認ください。 

報告日：     年   月   日 

 保険薬局→岡山大学病院（薬剤部）→主治医 


